
第4学年 国語科学習指導案
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場面をくらボ輛話 う  鞠 名  「一つの施
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2 導 元について               `

(1)翻 こついて

第4学年の 「C読むことJの 目標は 「目的馬応じ,内 容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら読むことが

できるようにするとともL幅 広く説書じようとする態度を育てる。ょである。

本単元成 「C読 むこと」の内容ウ 「場面の移り変わりや情景を,叙 述を基にしながら想像しながら読むこと。」及い

噺静眼つた内容について自分の考えをまとめ,― A― Aの 感じ激こついて違いのあることに気付くこと。」l礎ま鋭 て`,戦 争

中P戦 争後の場面や人物の会話,行 動の叡述をもとに,場前の移り変わりを想像しながら隷 、読み取つた内容にづ′て 自分

の考えをまとめることをねらいとする。          "‐
この教閉二 戦中から戦後に力】けて,軸 ミ大きく移り変わる中■ 懸命に生きようとするゆみ子の家族の姿を齢 擁ヽ

である。この物語の封調二 個人の力でl― るすべのない戦争という巨大で遇酷な状況の中で生きなければならなかつた

人たちの悲しみ,そ の悲しみを乗り越えて生き続ける人間球 の強さや美しさであると考える。
この物語札 戦争の激しかったころと戦浄後の2つ嚇 で構成されている。「まだ鞍浄の激助 つたころのことで丸」と

いう書き出し札 現在の時点にたらそ,そ こから,まだ戦争の激しかったころQ過 ぎ去った過去のことを振り返つて語つて
いる。お父さんが戦争に行くところ珊え ″毎 日の前でゆみ子たちの別れの様子を見ているょぅに謡ちている。昔のことを思

出すように語つているのではなく毛 その塀t劇吾合わせて目撃しているよう1鵠つている。そこから語るので,rそれから,
10年 の年月がすぎま勁屯」となり】現在に至るとい労酸こなつている。この物調こは 人物の韓 を直接表現する言葉がな

く,「～のでしよう力、」と問いかけたり,「～のです。」のように強調の 「の」が多く使われたりしている。
お父され力導聴報女Kと ころでti自 分もその時代の中in るヽようなイメージで読んだり,r～のでしょう力、士と問↓均 けヽ

られることによつて共感的に読んだり,強調の「の」によって印象を強めながら読んだりすることができるようになつている。
ヤ

児童性 これらに引き付けられながらこの物語を読み進めていくであろう。
これらのことから,本 教簡嵐 戦争中,戦争後の塀面や穴物の蓉話 行動の叙述をもとに 場面の移り変わりを想像しなが

ら読み 読み取つた内容について自分の考えをまとめる学習に適した教材である。

(2)児 童の実態                                   '
8月に実施した闘議調査の僑柔から,帥 している部 の要素の有能感 (「自分もがんばれば課題を解決できる」)に

おいてプラス額品の割合が53.3%(16、 名),マイナス願向の割合が40,70/0(11名 )で あること勘 巧た。児童の

有能感性 望まい耀的にあるとはいえない状況である。  . 1.
_児童はこれまでの学習を通して,認知面にかかわって馬 作品全体を読み通し内容のあらましをとらえる目的こ 場面毎の

登場人物の青動や篠子,心の動きを表す表現等を見つけ出じ書きまとめる活動を行ちてきた。また,それらを糧拠に,場面毎
の課題に対する自分の考えを明らかにしたり,友達と考えを交流し合つたりfる ことで,場面の様子や登場人物の関風 主人
公の変容を考える活動を行ちてきたとこれらの中で,工夫されている表現を指摘したり,課題欄 して塀面や人物の様子を

生したりすることができるようになつてきているものの,文簿め呻 帥 ,変容等をとらえ指嫌できるまで13ま
室つていなし、                      卜       ・    ‐  お

情意面に力均韓つて,こ調調餅 る手がかりを調べたり,自 分の考えを書きまとめたりすることは播流なく行うようにな
つてきている。しかし,自分の考えがもてるとそれで満足してしまう児童が多く,進んで考えを広げたり深めたりしようとす

oまでには至っていなし、
略りかえり」尋ユ 学習の成果と自分の学び方の二つの勧点に沿つて自己評価ヒ 自分なりに書きまとめることができる

ようになつてきている段階である。

(3)樺 にあたつて

本単元の学習を通して,嘲 面の設定を,登場人物の言動と関連させながら読むことができる力と自卵 え方と
照らし合わせながら文章に対する感想をもつことができる力を身に付け高めさせたV、そのために,次のような手立てを組ん
で指導を進めていきたし、 ‐   …                  【
見通しをもつ段階で亀 歴拓の意味を予想させ,場面毎の登場人物の穀 心の動きを表す表現等を見つけ出し書き

まとめる活動をもとに学習課題となる内容を話し合嶋 詳しく読み進めたいという思いをもたせたと、
この物調札 登場人物の誰もが児童と年齢パ離れており,単 純に同化して読むことめ灘 し,ヽ また,戦時中の食糧難は言葉

でしかとらえらば ,ゆ み子の口癖や蔵親の実きがなかなか理解できないことも考えられる。そこ■ お父さんが戦合に行く
前と行く時の塀面や戦争中と戦争後の易面等の工つの場面を対比して状況舶 を考えき甘ながら読み進めさせるようにした
V、

まとめ・ひろげる剛階で島 調べて分かつたことの中から何を中心にみんなに知らせたいかを考えきも 構成や段耗 段落
相互の関係を考えさせながら,調 べて分力つたことや感想を書きまとめさせるようにしたレ、               1
学習の 「ふりかえり」では 形式的なものでなく,そ れぞれの学習内容に応じた振り返りをさせるようにしたし、 また,十

‐=

人=人 に応じた朱書きを行4学 習の成果や学び方に力鶏わ る価値付けをし,有 能感を高めさせたし、
_ 打   一



〕 単元の目標

(■)多様圭目楯暑偏平使麟規錯勢             ‐

【関心・意欲'態度】
戦争中の暮らしや人々の忍用こ酌いをもち,進ん呻 中の暮らしが分かる資料を読んで, 自分の考えを深めようと

する。             ・

【読むことl
戦争中,戦争後の場面やゆみ子の家族の錯話 行動の叡述をもとに,場面の移り変わりを想像しながら読むことができる。

【邦
鮮 働 鐸 幸 2 2名 説初駒漸 じ 暖幸8毛 3牲 博 つ稗鋒 4串 や諜 (ダッシュ)憐 説 酌 坊鞠 る。

(2)身 に付けさせたい力
フカ前単元までの学習 (駆習内容)を もとに 51き続き高めさせたいカ

|~亀5岳S赫 毛最轟睾ゴ宅―iS「離 子S詠尋ろ岳違多昇モ:こi‐
~~~~~~~。‐‐'H―――………占‐―――‐‐F~‐……

1
1_9碁記勢埋盛警拳詔望“雪ぞ姿費側 主負ニユ…………………………………と一一ど
ノr本 単元で身に付け高めさせたVヴJ

的 面の維 名 蜘 督醐と聞整させながら瀬おことができること

②自分の報強や考え済と搬らし曲わせながら文書i珊 る惑題をもつこと那時きること
③自分や人との感じ"駆鼓乾指謂すること

4 単 元の指導計画 (12時 間)'

旨 時 学習内容と主な言語活動 身に付けき
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1 ◎全文を輸孔 初めの麒線を離し合う。

い 訪認り勁導訴しヤ澤等燕ダ学習な る。

― 郷 を軋 観点1鈴 効 めの感想慧 b
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■
ェ ◎初発の選想をもと使申習離越となる内容や畔閣り嵯統方を話し合う。

①新麟騨名 訪 力新 しい醸幹マギ揺雪をする。
②観点t鈴 抑 感想を発表協争、学習調頓となる内容を話し合う。
③この単元で自分が学習したいことを書きまとめる。
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1 ◎ゆみこは どうして「一つだけちようだいと」という醤業を機筋載 えたのか君窮
搬 る。

①戦争中の社会         言 動に着目L課 題子針 る考え器 まと

②醤雪圭とめたものとも■に ゆ郷 研 るイメージ輛 蛤 及
Oど うして「‐一つだけらょ刃争、」という言葉をゆみ子力環初に驚えたのかを,聴
的 出デしおつたこ豹 の祥評革シ味記脱運コ選村登がら書きまとめる。
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痢 こ〕 でヽ
競 うとし
たり、商務験っ

たことをもとに
自分配■募や野話
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とおたりしよう
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ゆみ子a=どうし
て「イ就〕ちょう
た■ヽ 」とい力増導縄
!勝生の、慎
だ戦争のはげしか
北 こ狗―
中 ■もとに
臣み破つた自分の
考え名卸掠=,書
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1 0お父さ期汽 どうしてめみ子をめちゃくちゃに郎 輔駈するのか君轟み取る。

①父の言動に着ロヒ 課題に対する答えを書きまとめる。
②書きまとめたものをもとに ゅみ子をめらゃくちゃに前 高ヽいする父について話

し合う。
③どうしていみ子をめちゃくちゃに高い前 すヽるのかを 父の言動を盛り込みなが
ら書きまとめる。          ・

ア抱

イ引O

躍いうけて

諏 ろうとし
たり.崩務取つ
たことをヽ とに
自食▼済峰えを打舌
暁 り・書荘
とめたりしよう
として予え

桜 さんがどう
していみ子をうち
ゃくちゃに話い貫
しする甥 、抑 言
劫をもと帥
つた自分のも碁乞
ほしたり書きまと
協減とりしてルツ亀

1 ◎為母き畑嵐 どうしている予におにぎり者全部鹿べさせたのかを読邦取る。

① 吠申強拍米で作つ泡 という言葉やプラントホ~ム い さんの様子に着目
し,脚 研 る答えを書きまとめる。

②書きまとめたものをもとに ゆみ子に潮こぎり車 させた母ほついて話し
合九           i

⑤どうしてゆみ子におにぎりを全部食べさせたのか乞 吹尊おお米で作つ泡 と
いう言葉やプラットホームでのお父さんの様子等を盛り込みながら書きまとめ
る。
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暁 り,書きま
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親 さんがどラ
してつけ手におに

ざりを電掌m争 さ`
帥 帥ヽ
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たりけ0も
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時
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◎お父さ期汽 どうして■スモスの花をあtiFたのかを韻み取る。

ひ 帥 訂動t翁 目し,開 国事萌
~る

答え縮 まとめる。
②馨きまとめたものをもとに ■輪のコスモスの花を“貯 t報 ヒ 喜ぶゆみ子を
見て弟いしたよう間代報じ静 て行ちてしまった父について話し合う。

③どうしてコスモスの花をあげたのかを,父 の言動を盛り込みながら書きまとめ
る。
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1 ◎ゆみこは どうしていきな為母さんになつてお風を作るのかを錦み取る。

①戦争彼の呼 たちの車 ゆみ子の言動に着目し,課詔朝
~る
考えを

書きまとめる。
②書きまとめたものをもとに,ゆみ子の母おゆみ子をどのように育てたの力、ゆみ

子はどんな子に育つたあ 話し合う。
③どうしてゆみ子力判さヽなお母さんになってお昼を作るのかを, 1曽浄後の様子J
の描写を駐り込みながら,ゆみ子のことをどう思う力増きまとめる。

ア」②

イHD

開韓母こを対て
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たリコ節み取つ

たことをヽ とに

自分の考えを話
したり,毒著ま
とめた“しよう
とし0ヽ札

ゆみ子がどうし
て小さなお母さん
になつて帥
るのお、職争後の

掬 ¢奇掌写甥」もと
に裁み駐つた自分
競 名能 り

書善まとめたりし
3ヽ■

1 ◎一つのをという避名がついたのはなぜなのか誌じ合う。

①文が「‐一つ」と日にする2つの易罰靖 目し,課題に対する考え盤 まとめる。
②書きまとめたものをもとに 「一つ」のもつ意味を考えながら題略について話し

合う。
③ 「二つ」のもつ意味を盛り込みながら,「一つの拍 という題ね窃静燕こついて

書きまとめる。
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2 ◎戦争中の事を推いた朝悟や資料を選んで韓名 職争中の率らしについ 。

①今の自分たちの暮らしと比べて,戦争中の暮らしについて疑間t齢 たことやも
つと知りたいことを見つけ貯 。

②作者の1翻Ч湘謝熊戦争中のことを郵ィ`た物話 資料を読ん4戦 串中の事らし

について調べる。  … .   ・  ‐   …
③調べて分かつたことをメモにまとめる。
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抑 14 fL―
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掬 屯

1 ③戦争中の郭らしと今0幕 らしとを対比して,r一 っの花」のゆみ子たちの願いや

思いについての惑報をまとめる。            日     .

0諦 やむ拐 つヽたことの中から何を中心↓じ財た に知ら3口とv、かを決め,構成姜
える。

②段落や段溶偶互の関係を考えながら,調 本て分力ゎたことや感想を書普まとめ

る。

③みんなに知らせたいことがしっかりとまとめられているか振り返る。
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1 ◎まとめた離想を期み合い,玉じWことんな汽おtよいか評価し合う。
O言弾ぎ翌舞弟の響 球 る。

①友達が知らせたいことは的あ 書き方や内容でよいところはどこかを考えなが
ら, 亮酵爵競 う。
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5, 本群敦つ様梨事              _         ・
             ・

(1)ヨ壌旨目標 信平和麟拐斉勢

【抑い 滝献 `穫讃】

泣き出したゆみ勲毛 父が二輸のコスモスをあげた場面の様子ヽ そのコスモスに込めた父の思いを想像し,進 んで自匁'考
えを話したり,― Aま とめや 「ふりかえりJに書きまとめたりしている。

【読むこと]                 ‐                             '

父 (や助 の言動と関連させながら父のおかれた状況を読み取り,一輪のコスモスには父の万感の融 が`込められているこ

とを想像L自 分の考えを書きまとめることができる。

( 2 ) ! 騨鞠 説
・ゆみ子が泣き出す前後の父 (や母)の言動に着目L′て,戦 争に行かなければならない父の状況や思いを考えさせれ成 一申
のコスモスに,こ父の万感の思いが込められていることを理解するであろう。                 偏 輪聴

(3)指 導にあたつて

認如面においてそ乳 湘時の学習塀面が四つの場面の移り変わりになつていることを確認し,そ のことをもとにして手がか!
の言発を見つけ出させたと、 また,お 父さんの様子が変わつたところも押さえさt認 弱針 る答えを考えさせるように1

たし、

情意面においては,駒 鞠決できた」,「考えとが沖まつた」,「もつと詳しく分かっ泡 など,本時の瑠 の或果をしっか

と確認した上で 「ふりかえり」をまとめさせるようにl′たV、
.                - 3 -



翠串畔 J四唾鉾

A : セ 棚 提 耳:概ね満足 Ci努 力を要する

粟

主

最

亀

賃

論
喜
こ
と

「お父さんはjど うしてゆみ子にコス

モスをあげたの力判という課理に興味・

関心をもち・・'

・泣き出晩 蜘 毛 究岸輛骸淳スモ

ネをあげた易面の障子格 そのコスモス

1車賢北安の1討セ想像しようと,自分
から            け 出して

い札
・友達の考えをよく聞きながら,検 極的

に自分の考えを話している。
・与えられた磯 て使つて 一ミ と

めや 略りかえり」に書きまとめてV〕:
る。

・     Vヽ 備 囃 こ

「お父さんは
'ど

うじてゆみ子にコス

モスをあげたの力」 という課題に興味 ・

関心をもち・・・

。大事な語句や文を見つけ出そうとして

いる。
・友達の考えを聞いたり,自分の考えを

話したりしている。
B課題に対する自分の考えを,T人 まと

めや 「ふりみヽえり]に書きまとめてい

る。

より把握する。

,大事な語角や文を見つけ単そうとし
ていなV、  Ⅲ      …  t

・謝題に対する自分の考えを,一人ま
とめや 「ふりかえり」に書きまとめ
ようとしる なヽし、   ヽ   !

譲畠対蜘輸田閣と「都踏れ 0
1 坦

船 : 一

, 、       1

,ツ,歩 卜齢“rao―Hスモスの革
D F "軌 岬 部 胡 よう。―つた
けの濁船飛卿博するんだよう■.J

に着目させち助言をする。      ・

※質問して考えを引き出したり,百人ま

| とめや「ふりかえり」の書き方を示し

|たりする。

父 は判 の言動や様子
・～プラットホームの～ヨスモスの花
・ギ輪のコスモスの花
・「～さあ,こ つだけあげよう。一つだ

けのお荘汰事にするんだよう 。」
・～それを見てにつこり笑うと,何 も言

城 。 . lr iド キ
・～一つの花を見つあながい孔

を的閥こ押きえながら,   1
・戦争には行きたくない力普1訪強ければ

ならないという思い
。いよいよ潮 け碇:という思い
。お母さんとの ことが′理姑だとい

う思い

等!父 の置かれた状況や思いと,コ スモ

スの咲いている情景を想像し,そのコネ
モスの意味を関連付けながらとらえ
・ゆみ子にあげられる最後のものかもし

れないという思い
・ゆみ孔 頑張るんだよという思い
。お母さん,ゆ み子を離 という思い
・お母さんとゆみ子がいつまでも元気で
いてほしいとや`う】顕い

等,■輪のコスモスには父の万憩分思い

や願いが込められていることを関連付

けながら, 自分の言葉で
・「―Akと め」に書きまとめている。
・学毛膨卦か■奪話し0ヽ る。
・「ふりかえり」に書きまとめている。

iC沸幌穀螢丹や学把唯や のヽ締 α将蓄書体

を壊業後にノートの記述内容より簡

父 (や母)の 言動や様子,コ スモスの

穀
t「みんなおやりよ,～ おにぎり拘
・「～,↓w端 ぇ ～ばんざあいって。
―J

・～プラットホームの～ヨスモスの花
・―輸のコスモスの花
・「～ミあ

一宅だけあげよう。つ 油チ
のお花汰事にするんだよう一剖

・～それを見てにつこり実うと,何も言
戯

～
。

・～一つの花を見つめ'ぶ い孔

のいずれかを押さえて,

・剰申隠付くと生きて痢鯛おい.たから
朋 門 数 聯 mい 寄 亀並
曽止豊せたしヽ

といつた日授のお閣魅と齢:孔た,え■
ヨユモ叫 抑 蜘 t― ら
れてL■3ことを       r
・『一人まと現 に書きまとめている。
・学び合いで話している。
・ 略判かえり1に書きまとめている。

1より魂現肇する。

す る。

・父 (や母)の 言動や様子を押さえる

ことができていなし、
。父の置かれた状況や思いをとらえる
ことができなかつたり,二 輸のコス

モスに込められた父の万敵 思いを

とらえることができなかったりして
いる。

灘コスモス翻能照館目さ竜るた的に
・プサットおいムの"ヨスモス0花
tメートに椰醤きを弘

繋☆抑田山砲おさえさせる■めに
・r″されじ…0だ けあぼよう。―●JE

け       る んだよ,‐H
IEノ中卜にい 3.

※前時までの学習内容      ~
・そんなときヽ静 前 ▼

｀
るのでした

。～ゆみ子の避き顔を見せたくなかわた

。まる■ 戦待なんかに行く人で↓曽よい

かのよう!毛
を認覇啓する。

※お父さんが戦争に行くと
・命がなくなるかもしれない
。2度と会えなヤ靖もヽしれない
。ゆみ子とお母さんがどうなるか

等,予想されることを考えさせ; :
・ゆ将 .離 るんだよとい抑 ヽ
。お母さん,ゆみ子を頴むという思い
。お母さんとゆみ子がいつまでも元気で

1摺 鰈

曇 んの
中

軸 頭
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(4)展 開

前

時

の
学

習

○学習内容

お母さんL ど うしてゆみ子におにぎりを全部食べさせたのかを読み取る。
O言語活動

① '大事をお米で作つた」という言葉やプラットホームでのお父さんの様子に着目LF頴 郵針 る答えを書きまとめる。

②書きまとめたものをもとに ゆみ子におにぎりを全部食べさせた母について話し合う。

③どうしてゆみ子におにぎり筆 させたのか生 快事なお米仲 的 という言葉やプラットホームでのお父さ般 を盛り晋 お

がら書きまとめる。ゆみ子におにぎりを全部食べさせたゆみ子の母について話し合う。
段

階
学 習 活 動 教 師 の 働 き か け

0却

t

予 想 され る児 童 の 反 応 串 ミ

(★諭

導

入

ｅ

12臣時の寺堪嘉菊彊魂
力め る。

・今日の学普閑母鞠筋hbる。 ,お父さんが,汽車り乗つて有ちてしまう場面
※3の塀面の後半 (P9L12-712Ll)

お父さん↓二 どうしてゆみ子にヨスモネをあげたのだろう。

開

戸

て30

2課 題解決つ見通しを

も‐

(1)課題解決の手がか

りを韓勢もる。

12j学習易面替鏑曳

穀 生
(D-1大調卜章子する。

(D―ARと めをす生

0学 碗挙いとする。

IEt解 決するた潮ほ コスモ

みのこと翔 てある歯分とヨ

ユモスtあ tf糸釈が分か8邸 分

Dゆみ子が泣き出跡
数 さんがユスモスを見つけ,その一輸のコスモスを持
つてきてゆみ子にか獅

ひ泣父さんが汽まに乗つて行ちてしまつた場面

・サイドラインを引きなが張調LL側 のない部分〉

rプ ラントホ…ムのはしつ題齢口鋼ス守乃向幡

ar r… 吉勧L… り雌け抑研よ〕。・的密雌け0船

的 珊4bR:よう‐H

'そ の他の部分
踊 帥

O― Oという詢 らヽ,
モスをあげたと思う。

お安さんは中ヽだから由ス

。戦串に行くと生きて帰確 いかもしれなし、
,最後の別れになるかもしれをし、
・鋲軽守0お卵れ し海 ヽ

い

・コスモスが咲いていたから。1
・コスモスの他には,ゆ み子のきげんをなおせるものがな

かつたか生            _
・コスモスの花を見つけ,心 に感じるものがあちたか転
。お父さんがゆみ手にあげられる最後のものかもじれない

から。
・お父さんの思いを力罰こしてほじしWヽら。

・いつまでもお母さんと元気でいてほし,、
。ゆ環 ,が んばるんだよ。
・津軽卜され 時 を相L良

t 〔

i : ! 1 : ? 暑

「暑: 暑: 骨3 ! : i ; ヽi t モ:  |

|

面を着
i

読させる。

前の場画の学習と結びう|
けて考えることも必要で

あることを確認す&

手がかりt見つけられな
い距出E比 アとイ立メ

ニ士連堅選陛型豊 そオL5

をもとに封えるようRB督
する。

t71関 眠 =鯛
,剛 を離 にしてまとめ

させる。

★イ【関・章・慰】配期
,友達との考えの相達を考
えさせながら,自分の考
えを話きせる。

・ヨスモスをあげた1直

機の動阻とともに|
ヨスモスに込めたと忍
いや願いがあるこ1と

を田離させる,

K2の場面の父の言葉にも
目を向けさせる。 ・

・②と0明 鏑の学稽読

☆ウ【関・意・賦】準刺

七免つltるよう鍋示する。

,学習場面を音読させる中4手
がかりを確かめさせる。

Xヨスモスのことが書かれでい務部

先         ・

補廟ミ効 場紛

・手がかりを雛 したり,分か
ったことを書き込んだりしなが

ら調べさせる。       ヽ
・手がかりの言葉をもとに,課題
についての自分の考えを理由も
つけてまとめさせ札

珊 ヤ 税 注 糖 約 飾 義

0ど ,し て並き田t品 化く

はかつたのだろう。

Otどうしてコス宅スと出げ

たのたろう。
Oど うして rギ夫事にする

んだよう中b」と言つたの

だろう。

●「―.」のとこちはも心の

中で日と廿つている0た

ろう。

終

　
　
末
　
マ

翠 赫 り返る。

次時の学習を俺かめ

る々

。今日勉強して分かつたことと自
分の学習申 り返ってノ

千卜にまとめさせる。,

,「/Jさヽなお母さんになってお昼を

作るようt強つた『ゆみこ血 に
ついて考えていくことを確認す

る。

〕初めヤユ 職 き出したゆみ子のきげんをなおしたかった

から」と考えて!韻 、「ゆみ子,が んばるんだよ。」と
いう思いを込めて渡したことが分力巧名

Э 「いつまでもお母さんと元気でいてほしし、」とヤヽ身思
いを込めて渡したことが分力つた

銃為爵びしているゆみ子を見て,お 父さん鹿車いしたよう

な気持ちになつたことが飾 つた 友達の意見も参考に
しながら, 自分の考えも出すことができた

いヨスモスに込めた願いを
とらえた力、
★五阻妊 母】【調
±7S'は "見 ρけ軸 i、鬼

"幼
ヤ 招 輸 卿 銘 翔 敵 本

,ハお磐憶どと曇泌辛,ノー司W,テエ″タ
★ウ"相 鈍将型 勁 翔酌 ″エ

″
tt'瞬 帥 蜘 噂 沈

陶 印 サ わ″

次

時

の

学

習

O学 轄内容

ゆみこ巴 どうしr/」ヽさなお母さん′になってお昼を作るのかを読み取る。
O言話活動

①戦争後のゆみ子たちの生活の様子やゆみ子の言動に着目し,課題に対する考えを書きまとめる。

②書きまとめたものをもとに ゆみ子の母はゆみ子をどのように育てたのあ ゆみ子はどんな子に百つた力ヽ 話し合う。

③どうし"力 判さヽなお母さ籾硯さってお昼を作るのかを 単拝竣¢帯子」悌 写泌 り込みながら,ゆら子のことをどう思う力靖捨まとめるも



(5〕板書計画

いよ
いよ
汽
車
が
入
って
く
る
と
いう
と
き
に
な
つて、・
・
・圃
剛
囲

Ｓ
亀

室
岳
．

封
剰
翻
鶴
二
■

日
日
団
団
冊
早

因
目
引
判

ｑ

」

　

ｉ

お
父
さ
ん
は
、

そ
れ
を
見
て
日
引
日
明
輿
引
と
、

価
樹
冒
潮
引
日
料
汽
車
の
乗
っ
て
行

っ

て
し
ま
いま
し
た
。
ゆ
み
子
のに
ぎ
つて
い
る
、一日

倒
倒
冊
］を
見
つめ
な
が
ら
―。

ゆ
み
子
、

が
ん
ば
る
ん
だ
よ
。

お
母
さ
ん
、

ゆ
み
子
を
頼
む
よ
。

い
つ
ま
で
も
、

お
母
き
ん
と
元
気
で
・夕、
　

い
し
い
。

も
っ
と
あ
げ
た
い
の
だ
け
れ
ど
こ
れ
し
か

あ
げ
ら
れ
な
い

ゆ
み
子
に
あ
げ
ら
れ
る
最
後
の
も
の
か
も

し
れ
な
い
・

お
父
さ
ん
の
思
い
を
太
事
に
し
て
ほ
し
い
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